
【平成２６年度施工】
・施設名：野底山森林公園管理棟
・構造：木造平屋建
・延べ床面積：198.75m2
・木材使用量：48.16m3（県産材
使用量48.16m3）
・主な樹種：ヒノキ、スギ、チョ
ウセンゴヨウマツ
・概要：
当施設は、地元財産区の材木を

ほぼ１００％使用しています。正
面ウッドデッキの外注は、地元材
のチョウセンゴヨウマツの古木を
使用し、地元で愛された木が形を
変え、管理棟を支える柱となって
います。

木材利用の促進事例集

外観

ホール ６１

外装



【平成２５年度施工】
・施設名：新穂高センター
・構造：木造2階建
・延べ床面積：２５１．７４m2
（１階２３１．８７m2 、１９．８７m2）
・木材使用量：１０９．４２m3（県産材使用量１０９．
４２m3、JAS製品使用量７３．３０m3
・主な樹種：スギ、ヒノキ、カラマツ、ヒメコマツ
・概要：
北アルプスの岐阜県側登山口として国内外
の観光客誘致の有望な資源としてより多くの
観光客を迎え、安全登山情報提供や遭難防
止を行う拠点として整備されました。
構造材のほか、内装材にも岐阜県産材を１０
０％使用しており、木の香りと温もりあふれる空
間となっており、温泉熱を利用した床暖房や
太陽光を有効に取り組む反射庇を設置、ペ
レットストーブなど自然エネルギーを活用した
施設となっています。

木材利用の促進事例集

外観

内部６２



【平成２７年度施工】
・施設名：森林環境保全モデル林「我田の森
管理棟」
・構造：木造軸組（平屋）
・延べ床面積：59.62m2
・木材使用量：6.1m3
・主な樹種：スギ
・概要：
「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、「ぎ
ふ性能表示材」及び「ぎふ証明材」をふんだん
に使った、温かみのある施設となっています。

木材利用の促進事例集

外観

内部

６３



【平成２４年度施工】
・施設名：長峰山展望台
・構造：木造2階建
・延べ床面積：133m2
・木材使用量：68m3（県産材使用量68m3）
・主な樹種：アカマツ、ヒノキ、スギ
・施設の概要：
北アルプスを一望すること可能な休憩展

望施設で、安曇野市のシンボル的な施設で、
使用木材は、全て安曇野市産材を使用し、
柱等の筋使いは主にスギ、梁桁等の横使い
は桧・カラマツを使用している。また、構
造が全て表しとしていることも魅力の一つ
となっている。

木材利用の促進事例集

全景

2階部分現し６４

階段最上階から2階

最上階



【平成２６年度施工】
・施設名：陶史の森 展望四阿
・構造：木造 （平屋建）
・延べ床面積：22.09m2
・木材使用量：1.92m3
・主な樹種：スギ・ヒノキ
・施設の概要：
「陶史の森」一帯はかつて日本有数のは

げ山地帯でしたが、「生活環境保全林整備
事業」などによって、今では、104ｈａの
広大な敷地内に多様な生物が生息し、四季
を通じて手軽に自然にふれることがでる森
となっており、金華山や白山を一望できる
遊歩道には、「清流の国ぎふ森林・環境
税」を活用して、全て岐阜県産材による四
阿が設置され、素晴らしい眺望を楽しむ来
場者の憩いの場となっています。

木材利用の促進事例集

全景

全景

６５



【平成２６、２７年度施工】
・工事名：森林基幹道「三森山開設工事」
・施工地：恵那市岩村町
・発注者：岐阜県（恵那農林事務所）
・工法：丸太伏工、丸太階段工
・木材使用量：１９．３m3
・概要：
岐阜県（林政部）では県が開設する林道工事におい
て、岐阜県産の木材を使用しています。（「公共施
設等における県産材利用推進方針」に基づき推進）
当施行地では伐土法面において、見通しを良くする
ため、切土法面の下部を間伐材で覆う丸太伏工を
行っています。
また、山林の登り口となる階段へも間伐材を使用し
ました。

木材利用の促進事例集

丸太伏工

階段工

６６



【平成２６年度施工】
【写真 上】
・工種名：木製校倉式土留工（高耐
久処理丸太使用）
･施工地：岐阜県加茂郡七宗町
・木材使用量：54.9m3（3基）

【写真 左】
･工種名：コンクリート谷止工（丸太
残存型枠使用）
・施工地：岐阜県本巣市根尾
・木材使用量：62.6m3（1基）

・施設の概要：
岐阜森林管理署が発注する治山
工事において、県産材等を利用し
た木製校倉式土留工や、残存型枠
に丸太を使用したｺﾝｸﾘｰﾄ谷止工
を施工しています。

木材利用の促進事例集

木製校倉式土留工（高耐久処理丸太使用）

コンクリート谷止工（丸太残存型枠使用）
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【平成２５年度施工】
【写真 上】
・工種名：コンクリート谷止工（丸太残存型枠使用）
･施工地：恵那市上矢作町
・木材使用量：３４．４m3
【写真 左】
･工種名：木製校倉式谷止工（高耐久処理丸太使
用）
・施工地：中津川市阿木
・木材使用量：４６．５m3
・施設の概要：
東濃森林管理署が発注する治山工事において、間
伐材を利用した木製の校倉式谷止工や、残存型枠
に丸太を使用したｺﾝｸﾘｰﾄ谷止工を施工しています。

木材利用の促進事例集

コンクリート谷止工（丸太残存型枠）

木製校倉式谷止工（高耐久処理丸太使用）

６８



【平成２５年度施工】
【上写真】
・工種名：木製校倉式谷止工（高耐久処理丸太
使用）
･施工地：中津川市神坂
･木材使用量：42.2m3
【左写真】
･工種名：コンクリート谷止工（丸太残存型枠
使用）
・施工地：中津川市川上
・木材使用量：123.6m3（５基）

・施設の概要：
東濃森林管理署が発注する治山工事において、

間伐材を利用した木製の校倉式谷止工や、残存
型枠に丸太を使用したｺﾝｸﾘｰﾄ谷止工を施工して
います。

木材利用の促進事例集

木製校倉式谷止工（高耐久処理丸太使用）

コンクリート谷止工（丸太残存型枠使用）

６９



【平成２５～２６年度施工】
・工種名：治山工事（コンクリート用型
枠）
・施工地：中津川市川上
・発注者：岐阜県（恵那農林事務所）
・工法：谷止工
・主な樹種：ヒノキ
・型枠総面積：555.6m2

・施設の概要：
岐阜県（林政部）では県が発注する治

山工事におけるコンクリート用の型枠に
ついて「岐阜県産ヒノキ合板型枠」を使
用しています。（「公共施設等における
県産材利用推進方針」に基づき推進）

木材利用の促進事例集

コンクリート用型枠（堤底内）

コンクリート用型枠（上流側）
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【平成２４年度施工】
・工種名：治山工事（丸太筋工）

・施工地：土岐市泉町久尻地内

・発注者：岐阜県（東濃農林事務所）
・工法：丸太筋工

・木材使用量：12.3m3

・施設の概要：
平成２２年、２３年の豪雨により荒廃した渓流を

谷止工・流路工により整備し、盛土斜面の浸食防止
対策として丸太筋工を施工しました。主要地方道土
岐可児線に接しており、通行者からよく見えること
から、木材利用のＰＲ及び周辺環境と調和のため丸
太を活用しました。

木材利用の促進事例集

丸太筋工（近景）

丸太筋工（遠景）

７１



おもちゃにふれあう子ども

【平成２７年度設置】
・施設名：子育て支援センター「ぽっぽ
かん」
・施設の概要：
町で取り組んでいる木育推進事業の一環
として、岐阜県産材「ぎふ証明材」を使
用した木製遊具・作業台等を子育て支援
センター「ぽっぽかん」に導入しました。
多くのみなさまにぎふの木に触れ、親

しむことのできる場所として整備しまし
た。
また、木製遊具を通じて、将来の森林

づくりを担う子どもたちに、直接木に触
れ合う機会を設け、森や木との関わりを
持っていただきたいと願っております。
（「清流の国ぎふ森林・環境税」活用）

木材利用の促進事例集

遊具

作業台

７２



【平成２６年度（「清流の国ぎふ
森林・環境税」活用事業）を活用
し導入】
・品名：テーブル・ロッカー
・所在地：中津川市内（３園）
・概要：
中津川市内の民間保育園に、園

児や保育士らに木のあたたかみ、
肌ざわりを直に感じていただける
よう、机や棚、木製のロッカーの
外木製玩具を整備しました。

木材利用の促進事例集

テーブル

ロッカー ７３



おもちゃにふれあう子ども

【平成２７年度「清流の国ぎふ森林・
環境税」を活用し導入】
・品名：ぎふ木育広場（木のおも
ちゃ）
・所在地：中津川市苗木苗木公民館内
・概要：
「いつでも、だれでも、木育を」を

キャッチフレーズに体験できる拠点と
して、県内各地に「ぎふの木のおも
ちゃ」や岐阜県産材を使った家具を備
えた「ぎふ木育ひろば」を設置してい
ます。
地域の子どもたちが木のやさしさを気
軽に肌で感じてもらうことができる場
所となっています。

木材利用の促進事例集

木のおもちゃ

おもちゃにふれあう子ども

７４



【平成２６年度】
・品名：テーブル・イス
・所 在 地：多治見市役所駅北庁舎
・主な樹種：スギ
・概要：
「清流の国ぎふ森林・環境税」を活
用し、平成27年1月に完成した多治
見市役所駅北庁舎の市民プラザに
設置してあります。幅広い世代が集
うスペースに県産材の家具を配備し、
多くの方々に木のよさを感じていた
だける空間になっています。

木材利用の促進事例集

２F 多目的スペース

１F ロビー

７５



連絡先：林野庁 中部森林管理局
TEL    ０５０－３１６０－６５６７
FAX ０２６－２３６ －２６８６
（名古屋事務所作成）


